
昨年の火星のような超目玉はありませんが、皆さんに楽しんでもらえる天体はたくさんあります。ぜひ遊びに来て下さい。

          E-mail:info@obs.misato.wakayama.jp
           HomePage:http://www.obs.jp/

　　　　　 200408
〒640-1366和歌山県海草郡美里町松ヶ峯180
TEL :073-498-0305   FAX:073-498-0306

NO.104

メガパーセクメガパーセクメガパーセクメガパーセクメガパーセク

七夕の夜
今年もたくさんの願い事

連載・今月の一枚
第40回：光をわけてみる

　今月紹介するのは、ちょっと変
わった天体写真です。この写真を見
て、どこに天体が写っているか分か
りますか？
　「線が見えるだけで、どこに天体
が…」という声が聞こえてきそうで
すが、実は中央付近で短く写ってい
るこれらの線が天体からの光なんで
す。撮影したのは、夏の星座「こと
座」にあるM57(惑星状星雲)です。
　では何が変わっているのかという
と、カメラで天体の像が写るように
撮影したものではなくて、天体から
くる光を分けて撮影したという点で
す。光を分けるので、その名のとお
り、分光とも呼ばれます。例えるな
ら、太陽の光が七色（虹色）にわか
れるように、天体からやって来る光
を七色に分けてみた画像なのです。
　画像に写っている範囲は色で言う
と、左からおおよそ青緑黄橙赤にな

ります。その色の光がやってくる証
拠として画像が白くなります。もし
仮に天体からやってくる光の中に、
七色の光が全て均等に入っているな
ら画像が真っ白になるはずです。
　今回撮影したM57の画像を見てみ
ると、細い線が、何本か入っていま
す。これはM57からやってくる光が
ある特定の色だけしか入っていない

ことを意味します。特徴的なの
は、酸素(緑)・水素(赤)が出して
いる光です。右のカラー写真を
見れば一目瞭然ですが、M57は
緑と赤が目立ってますね。
　このように、天体がきれいに
見える画像よりも、分光した画
像は見た目に面白くないかも知
れませんが、どのような色を出

して光って
い る か な
ど、その天
体を理解す
るための情
報が多く得

↑酸素（5007Å） ↑水素（6563Å） ↑分光の画像からM57だけの光を取り出し、グラフ
にしたもの。縦軸の値が大きいほど光の量が多い。
横軸は色（波長）を示す。（酸素と水素の値が大き
いことがグラフでも確認できる。）

＊夜光：空からくる光で、今回写っている夜光は主に
　　　　街の街灯などが反射した光です。

酸素（4959Å）↓

られます。そのため、分光観測は非常
に有効な撮影方法なのです。

↑夜光夜光↑夜光↑↑夜光 ↑夜光
目安の色です目安の色です目安の色です目安の色です目安の色です

　みさと天文台の誕生日でもある７
月７日。今年も笹を用意して、お客
さんに七夕の短冊に願いごとを書い
てもらいました。鈴なりの短冊に
は、お金持ちになりますようにとい
う世俗的なものはほとんど無く、
「家族や身近な人の幸せを祈る」も
のが多かったです。
　次に多かったのは、昔から七夕行

事で願われてきた「子供たちの学問
や習い事の上達を願う」ものでし
た。それでも、習字やそろばんなど
ではなく、水泳やピアノが上手くな
るようにのと願いが書かれているの
は時代が変わったためでしょう。
　また、近ごろでは恋人達のロマン
チックなイベントとしてとらえられ
ていますので、恋人へのメッセージ
を石で残して行った人もいました。
　歴史的な経緯から暦が変わってし
まっているので仕方ないことです
が、今年も梅雨明け前の七夕の夜を
迎えました。そういう背景もあり、
近頃では「七夕の夜に天の川（織
姫、彦星）が見えたら幸運」という

印象になり、季節と行事の
ギャップが七夕の意味合いを変
えてしまうのではないかと少し
心配な面もあります。
　そのギャップを埋めるために
も天文台では旧七夕にも笹を飾
ろうと思っています。

　ちなみに天文台では８時過ぎに雲間
からかろうじて織姫、彦星を見る事が
できました。　　　　　（矢動丸 泰）

七夕が誕生日ということで遊びに来られた御家族

（西端 一憲）



しコスモポリタン的な視点で国家を
超えて顕彰するものはなかった。ア
ルフレッド・ノーベルはスウェーデ
ン人と言われるが、父親は国家をこ
えた実業家で、ロシア帝国の軍の近
代化に貢献した。息子のアルフレッ
ドはこのためサンクト・ペテルブル
グで成長し、高等教育もそこでうけ
た。大人になると火薬製造の事業を
はじめるが、主にイタリアに住ん
で、工場も転々とした。危険な工場
なので住民から反対運動で苦労した
ようだが、鉄道建設ラッシュのおか
げで資産を築いた。社会民主主義の
パトロンで根っからのコスモポリタ
ンで、スウェーデンには愛着がな
かったようだ。しかし親族縁者がス
ウェーデン国内での権威にこだわっ
て遺言を守らずに今のような王室が
らみのスタイルに後で変わってき
た。
　こういう背景を知ると初めの方は
国際性に気を遣っていることが分か
る。物理では独、蘭、仏、英とき
て、独に戻して誰にしようなったと
き、綺羅星のごとく並ぶ中から誰に
する難しいので、つい近年に実験の
業績をもつレナードになったのであ
ろう。

　1905年の三つの論文の他の二つ
はいずれも学界的には前歴のあるも
のである。だからアインシュタイン
の「いちだんと深い考察」がこれら
を生み出した。対照的に光量子は

　1900年にスタートしたノーベル
賞はその賞金の大きさ故に学問の世
界に大きなインパクトを与えた。物
理学ではレントゲン、ローレンツと
ゼーマン、ベックレルとキュー
リー-キューリー、レイリーとつづ
いて、レナードが５年目であった。
19世紀末に起こったＸ線（レントゲ
ン）や放射線（ベックレルとキュー
リー-キューリー）という未知の存
在の実験的発見が世間の話題になっ
ていたからそれに賞がいったのは分
かり易い。またローレンツとレイ
リーはヨーロッパ中の尊敬をあつめ
ている、適齢の、学者だった。ケル
ビンやマッハといった高齢の大家に
さかのぼることは避けたようだ。現
在ではこの二人は理論家とみなされ
ているが当時は理論物理という観念
はなかった。ノーベル賞も1918年
のプランクの受賞までは実験上の成
果に限っていた。こういう話題性や
大物達に比べればレナードという人
物は、当時においても現在から見て
も、いささか見劣りがする。彼の翌
年はJJトムソンとまた大物である。
これには、誕生間もないノーベル賞
を盛り立てる作戦も見え隠れする。

　19世紀後半になると自然科学の大
きな業績をあげた学者に爵位を与え
たり、貴族院議員にしたりして国家
が顕彰するようになっていた。しか

　アインシュタインの光量子説は光
が当たると電子がとびだす光電効果
の実験結果を説明するアイデアの提
案である。じつは1905年のノーベ
ル賞はこの光電効果や燐光現象の実
験の成果でレナードというドイツの
物理学者が受賞している。「陰極線
の研究」という一般的なタイトルで
あるが、光電効果が重要な内容だっ
た。そしてなんとこのレナードとい
う人物こそ後にナチスが台頭してき
た時にアインシュタイン追放の急先
鋒になっていくいわくつきの物理学
者なのである。
　光電効果の発見史はだいたい次の
ようである。電磁波の実験で有名な
ハインリッヒ・ヘルツが1887年に
紫外線を金属に当てると正に帯電す
ることを発見し、つづいて電子を発
見したJJトムソンが金属表面から電
子が放出されるために正電荷が残る
ことを実験で示した。1902年、そ
れを受けてレナードが光電効果の重
要な二つの性質
（イ）電子の運動エネルギーは光の
振動数で決まり、光の強度にはよら
ない
（ロ）電子の数は光の強度で決ま
り、振動数にはよらない
を実験で確認した。光の粒子説はこ
れを自然に説明する。

連載　美里から宇宙へ
1905年アインシュタイン　３

みさと天文台通信

見学時間：午後１時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分

８月のイベント

（佐藤 文隆：甲南大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

昼間の施設見学について

８月の休館日

コスモポリタンなノーベル

８月の観望会の予定

光電効果とフィリップ・レナード

　天文教室は基本的にいずれも参参参参参

加無料加無料加無料加無料加無料ですが、場合によって、実費
が必要となります。また、会場・材
料の都合から事前予約が必要な場
合もあります。詳細のお問い合わせ
などはみさと天文台まで。飛び入り
参加も大歓迎！

ノーベル物理学賞

編集後記

　７月から休館日が変わりました。
休館：月曜日・火曜日
　８月は、２日(月)、３日(火)、９
日(月)、10日(火)、16日(月)、17日
(火)、23日(月)、24日(火)、30日
(月)、31日(火)が休館日です。

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数などで臨機応変に変わります。
あらかじめご了承下さい。

観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜

開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻
７時15分、８時、８時45分（途中
参加はご遠慮下さい）受付は各開始
時刻の15分前からになっています。

９月以降のイベント

★９月の天文教室
　「早めのお月見」
　９月26日（日）（予定）
毎年恒例のお月見イベントを今年も
行う予定です。ただし、本当の十五
夜は28日（火）（天文台の休館日）
にあたりますので、二日早めの日程
で調整しています。乞うご期待。

★８月の天文教室
「ペルセウス座流星群」
　８月12日（木）午後２時から
ペルセウス座流星群の解説と流星を
電波で観測するための入門講座を行
います。
★特別観望会
「ペルセウス座流星群特別観望会」
　８月12日（木）午後10時から
明け方に細い月が出てくるまで最良
の条件で観察ができる今年のペルセ
群。後は晴れることを祈るのみ。
★８月のイベント
　「流しそうめんイベント」
　８月21日（土）午後２時から
ついに開催日時決定！前回の告知と
日時が異なっております。御注意く
ださい。

ふっと湧いてきたアイデアものであ
る。何故アインシュタインがこれに
着目したかが興味ある。当時、理論
テーマでの定番の話題は原子モデル
だった。長岡半太郎の原子モデルは
1904年であるが、これもケルビン
たちの多くの前史があっての論文
だ。
　1902年の発見ですぐの1905年度
にノーベル賞が与えられていること
は光電効果がずいぶん話題だったの
であろう。それで興味を持ったのか
も知れないが、アインシュタインの
独自さはプランクの量子仮説を何と
か他にも使えないかという意図を
持っていたことである。プランク自
身は量子仮説を黒体放射問題独特の
仮説と位置づけていて、ニュートン
以来の力学の革新につながる仮説と
は考えていなかった。問題がもとも
と熱統計力学がらみであるので、力
学一般に及ぶ話とは考えていなかっ
た。プランクはこの仕事以後はすぐ
に別の問題に興味を移している。
　したがって、アインシュタインが
プランクの量子仮説を、熱統計力学
上の仮説ではなく、より基本的に作
用の最少単位の仮説であるというか
たちに発展させたのである。この視
点は1907年のアインシュタインの
比熱への量子効果の論文をみると明
快である。プランク定数の導入を、
プランク以上に、力学の革新と捉え
ていたのはアインシュタインであっ
た。この流れはボーアの原子モデル
（1913年）にいたって全面的に開
花した。また光の粒子性は1922年
のコンプトン効果の実験で明確に
なった。

プランク量子論の最初の展開

　いよいよ夏休みが始まりました。
夏休み直前の３連休にも沢山のお客
さんに来て頂きました。ありがとう
ございます。夏休みには天文台で
色々なイベントを行います。皆様、
ぜひ遊びに来てください。

参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
7/29(木)～１(日)：月、夏の星、他
５(木)～８(日)：夏の星雲星団、他
12(木)～15(日)：夏の星雲星団、他
19(木)～22(日)：月、夏の星ぼし、他
26(木)～29(日)：月、夏の星ぼし、他

　いつの間にか梅雨は明け、気温が
体温並みに上昇する日が続いていま
す。これだけ暑いと観望会の時間で
も星の塔の階段などはまだ熱気がこ
もっていることがあります。夏休み
はお客さんが増え、順番待ちの時間
が長くなりますので、暑さ対策も大

変です。
　それでも晴れた日には、夏の天の
川が空に雄大な姿を表し、暑さを忘
れて見入ってしまいます。先日、娘
と花火をした際、織姫、彦星、天の
川を教えました。が、今でも覚えて
いるかな？

　以前に書いたかもしれませんが、
我が家の裏の側溝では、サワガニや
イモリなど様々な生き物を見かけま
す。この時期はヤゴの抜け殻が沢山
残されています。トンボが羽化して
羽を乾かすところは一度だけ見かけ
た事があるのですが、ヤゴの姿を脱
ぎ捨てている瞬間をまだ見かけたこ
とはありません。いったい何時、水
中生活から空中生活への切り替えを
しているのでしょうか。　   （Y2）



連載　今月の星空

「あなたの星」が見頃ですよ！

　友の会のみなさん、８月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

今年のペルセ群はおすすめ

別の極大もある！？

明けの明星

流星群のお勉強
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　暑くて寝苦しい時期が続いてます
ね。もし、明け方目が醒めてしまっ
たら、思いきって外に出てみること
をお薦めします。晴れていれば、青
みがかってきた東の空に、神々しい
ばかりに輝く星があります。なんだ
ろう？と思ってしまうくらいです
が、これは６月８日太陽面通過で注
目を集めた金星です。もうこんなに
太陽から離れているとは！と、太陽
系の惑星の動きを実感します。18日
には太陽から最も西側に離れ、西方
最大離角となります。輝きも４月頃
夕方の空で見たときよりも、さらに
まばゆいのではないか？と感じます
が、これは朝のさわやかなイメージ
だけでなく、朝方の空気の方が澄ん
でいるためかもしれません。11日～
13日のペルセウス座流星群の極大の
頃には近くに細い月も加わり、すば
らしい眺めとなるでしょう。朝５時
にはすでに空が明るくなり過ぎてい
ますので、夜更かしついでに見る方
が現実的な方もおられるかもしれま
せん。また、見た後で気持ち良くニ
度寝されることをお薦めします。

　さて、そのペルセウス座流星群で
すが、今年は期待できます。流れ星

　さて、よくある流れ星の解説です
が、流星はそもそも地球大気にぶつ
かってくる塵と考えられています。
大きさは0.1mm～数十cmくらいら
しく、秒速何十kmという速度でぶ
つかりますので、一瞬で消滅してし
まうのですが、そのエネルギーで大
気を電離させ輝かせます。
　流星の原料である塵は、もともと
彗星（ほうき星）が太陽に近づく際
に、加熱により気体といっしょに放
出された塵と考えられます。ある種
の塵は放出された後も彗星とほぼ同
じ軌道を回っているので、その塵の
軌道が地球の軌道と交わっていると
ころで、塵の群れと地球が出くわす
と、流星群になります。だから、毎
年同じ時季に流星群が出現するわけ
です。放出された時の速度の差か
ら、塵が何度も太陽の周りを回って
いるうちに、塵はその彗星（母彗

　説明ばかりで疲れたところです
が、それで、結局今年はどうなる
の？と言うのが知りたいところで
す。ペルセウス座流星群の母彗星
は、109P/スイフト・タットル彗星
ですが、その１回前の回帰（と言っ
ても、周期が約130年とか言われて
いますので1862年の太陽への接
近。前回は1992年）の時の塵でで
きたダストトレールが、地球の軌道

星）の軌道全体に行き渡ると考えら
れます。彗星も何度も太陽の回りを
回ることで、新しい塵を供給しま
す。ある方向からぶつかって来る塵
の群れは、地上で見ていると、空の
ある点から放射状に流れ星が流れる
ように見えます。それでその点を輻
射点と言い、その輻射点のある星座
の名前で流星群を呼びます。例え
ば、ペルセウス座流星群、しし座流
星群など、年間20個くらいありま
す。

を見る時には、空の暗さが重要です
から、月が出ているとたいへん邪魔
になります。今年の場合、極大日頃
は、明け方近くになってやっと細い
月が昇ってくるだけですので、ペル
セウス座の輻射点が高くなる22時頃
から、空が白みはじめる４頃まで十
分に楽しめます。良く晴れれば、ほ
ぼ一晩中天の川も見えますし、美里
の空なら、最大で１時間に100個弱
くらい流れ星が楽しめるかもしれま
せん。

　さて、このへんから、最近になっ
て流星群の予報が正確になってきた
理由である、ちょっとややこしい話
になります。要は、彗星の放出して
行った塵が太陽の回りを回っている
様子は、真面目に考えると、いろい
ろ細かい話があって、そういうのを
考えてはじめて、何時何分頃に流星
数のピークが来るか？とか、ある年
は活発で、ある年はそうでないのは
なぜか？などに正確に答えられるよ
うになるんだそうです。
　細かい話と言うのは、塵の軌道は
母彗星の軌道だけでなく、重力、放
出速度、太陽からの輻射、他の惑星
の重力による影響や共鳴現象など、
いろいろ細かな力が作用して決まる
というものです。
　だから、何周前に太陽に近づいた
時に放出された塵がどのへんを回っ
ているのか？　専門用語で言えば、
ダストトレール（直訳は、塵の小
道）がどのようになっているか？さ
らにそのダストトレールの中の塵の
分布の詳細は、どんなになっている
のか？　拡散してしまっているの
か？濃いままなのか？もちろん、濃
いところならたくさんの流星が期待
できると思われるわけです。塵の濃
いところをダストフィラメントなど
と言ったりします。

　日　　　　天文現象

１日（日）　満月、スターウィーク
６日（金）　海王星が衝
７日（土）　立秋
８日（日）　下弦
11日（水）　流星群の別の極大？
12日（木）　ペルセウス座流星群極
大（20時頃）
16日（月）　新月
18日（水）　金星が西方最大離角
22日（日）　旧暦七夕
23日（月）　処暑、上弦
28日（土）　天王星が衝
30日（月）　満月

に結構近いところを通るのだそうで
す。でも、その濃さは保証されてい
ませんし、目で見える流れ星になる
ような大きめの塵があるのかどう
か？も分かりません。が、ともかく
計算によると、可能性があるという
わけです。それが何日の何時何分な
のか？というと、これもまた諸説あ
るようで、８月12日の未明と言われ
たり、11日の正午頃と言われたりし
て、難しい説明を聞いた割には、適
格な対処のしようがないので困った
ものですが、毎年の状況から考えら
れる極大時刻よりも、ちょっと早め
に別のピークがあるかもしれない、
というわけです。
　ま、予想が当たっても当たらなく
ても、ペルセウス座流星群は極大日
の前後一週間くらいは、たくさんの
流れ星を降らせますので、前日、
前々日くらいも見ておいても、損は
しないというところでしょうか。
　　　　　　　　　　（豊増伸治）

いい加減に書いた、彗星の軌道の周りの塵の
軌道。これがどうなっているかが問題だ。

６９９５、７１０６、７３６３、７６６９



７月
８日：日方小学校
９日：野上小下見
10日：名草剣友会
15日：中野上小

７月
１日：桃山町「こどもも」
　　　有田市「ゆうゆう」
９日：毎日連載（かんむり座）
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今月の宇宙人
 博物館学芸員実習

団体・出張講演出来事

報道・その他

天文見聞録 (19)
 京大 飛騨天文台

６月
16日：天網の会＠和歌山大
17日：天網の会＠和歌山大
21日：台風上陸
25日：望遠鏡メンテナンス期間終了
26日：新メール・ウェブサーバ
　　　本格運用開始
７月
３日：105cm望遠鏡極軸調整
７日：七夕
８日～11日：
　　　９周年特別無料観望会
13日：火曜日休館の始まり
　　　梅雨明け
　　　（平年より６日早い）
14日：博物館学芸員実習初日

　今年の梅雨は平年より６日早く、
７月の13日となりました。ただ、近
年の梅雨明け発表は、一度速報とし
て発表された後、改めて詳細な調査

を行い、その日付
けが確定されるよ
うになっています
ので、最終的な日
付けは、まだ分か
りません。
　さて毎期梅雨時
に行われている
105cm反射望遠鏡
の整備が、今回も
６月14日～６月
25日の期間で行わ
れました。ただ今

回は、通常の整備に加え、綺麗に
なった望遠鏡の性能を更にあげるた
め、整備期間終了後の晴れ間となっ
た７月３日に、極軸調整も行いまし
た。
　極軸調整は、望遠鏡の回転軸と地
球の地軸の向きをピッタリあわせる
作業です。この調整が甘いと、望遠

鏡を長時間覗いているうちに、星が
どこかへ出て行ってしまいます。
　矢動丸氏、向井中氏、小澤の３名
で夜中までかかって調整を行いまし
た。この調整は、今後も晴れた日を
狙って、継続的に行って参ります。
皆さんが星を少しでも見やすいよう
に頑張ります。

ドーム内床下の望遠鏡を支えている部分。ネジをまわす事で望遠鏡
の姿勢を微妙に調整する。

（小澤 友彦）

　６月８日、金星の太陽面通過が日
本で130年ぶりに観測できるという
ことで、テレビや新聞でも報道され
ていましたね。当日私は、京都大学
大学院理学研究科付属飛騨天文台に
行ってきました。
　飛騨天文台は、岐阜県吉城郡上宝
村、標高1275mの所にあります。こ
こには、太陽を観測するための望遠
鏡（３台）と、惑星や恒星を観測す
るための望遠鏡（２台）が設置され
ています。昼と夜、それぞれに活躍
する望遠鏡が飛騨天文台にはありま
す。その中でも代表的な望遠鏡を紹
介します。
　昼間活躍する望遠鏡の一つ「ドー
ムレス太陽望遠鏡」はドームレスと
あるように、望遠鏡を覆うドームが

付いていませ
ん。外から見
ると、白い望
遠鏡がとても
目立っていま
した。ドーム
でおおってい
ない代わり
に、望遠鏡の
先端にフタが
付いていて、
観測の時にそ
のフタが開く
ようになって

いるそうです。外見から目立ってい
る「ドームレス太陽望遠鏡」は、性
能面においても世界最高水準の分光
装置を備えており、アジアにおける
太陽観測の中心となっています。こ
の観測装置によって、太陽表面の構
造や太陽活動（太陽フレア、紅炎な

飛騨天文台は年に一度、一般の方に観測
施設が公開されています。望遠鏡で太陽
像や火星、月などを観望することができ
るそうです。ぜひ訪れてみてはどうで
しょうか。

左：ドームレス望遠鏡の外観
下：ドームレス望遠鏡の観測制御室

ど）の観測・研究が行われていま
す。実際、９日に「ドームレス太陽
望遠鏡」で太陽像を見せて頂きまし
た。投影板に直径1.3mの太陽が映
しだされると、黒点や白斑、粒状の
模様（粒状斑）が良く見えました。
活動している今の太陽を見る事がで

き感動しました。
　今回私たちは、このドームレス太
陽望遠鏡を使って金星の太陽面通過
の様子を観測し、映像をインター
ネットで配信する予定でした。８日
の飛騨は雨で天気が回復せず、金星
の太陽面通過は見れませんでした。
てるてる坊主を作って雨対策をした
のですが、見ることができなくて本
当に残念・・・。
　最後になりますが、金星の太陽面
通過は８年後の６月６日にまた観測
するチャンスがやってきます。今回

（荻原 文恵
和歌山大学教
育学研究科）

見ることが
できなかっ
た方、８年
後に期待し
ましょう！

　今私は、博物館学芸員資格を取得
するのに必要な「博物館実習」を行
うため、みさと天文台に来ていま
す。
　実習では昼間に行われる「天体望
遠鏡の説明」と、夜に行われる「星
空観望会（望遠鏡を使って星を見る
会）の講師」を主な天文台の仕事と
して経験します。

　天体望遠鏡の説明については去年
の夏休みにここでアルバイトをした
ときに経験したので、そんなに不安
はありません（１年のブランクはあ
るが・・・）。
　今回の実習において夜の観望会を
することが私にとっては最も気合い
の入るところです。昼の望遠鏡の説
明が15分間なのに対して、夜の観望
会は45分間１人で進行しなければい
けません。また空模様によっては観
察する天体を変更したり、雨が降れ
ば屋内での映像を使った解説に切り
替えるなど状況によって臨機応変に
対応しなければならないのです。
　私の観望会デビューは間近に迫っ
ており緊張も高まっていますが、何
より天文台に来られたお客様に宇宙
の壮大な姿を味わっていただけるよ
う努めさせていただきますのでどう
ぞよろしくお願いします。

　僕は博物館学芸員の資格を取得す
るための実習として今回みさと天文
台にお世話になっています。具体的
には研究員さんの温かい視線を感じ
ながら昼間の施設案内や晩の観望会
（星空ツアー）を行っています。
　大学で望遠鏡の説明や星のお話な
どのイベントを行った経験もあって
か、初めての観望会直前にはまあな
んとかできるかな～と思っていまし

た。しかし、いざ始まってみるとた
くさんのお客様を目の前にしてもの
すごく緊張してしまい、話そうと
思っていた内容のほとんどが口から
出てこないという状態になってしま
いました。そしてもっと星に対して
興味をもっていただいたり、楽しん
でもらえるような話ができれば良
かったと思いました。
　まだ観望会をさせていただく回数
は何回かあるので、この経験を生か

　みさと天文台では、ここ数年、夏
休み期間中に、博物館学芸員の資格
を取得する実習生を受け入れていま
す。今年も和歌山大学から二人の学
生さんが実習に来てくれていますの
で、ご紹介しましょう。

久野 光輝

竹中 敦史

して次か
らはもっ
とお客様
に満足し
て帰って
もらえる
ように頑
張りたい
と思いま
す。 久野くん（左）と竹中くん（右）


